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目次
就業構造基本調査にご協力ください P03
無料法律相談のご案内 P04

「犬のしつけ方教室」参加者募集 P05
町営住宅等（空家）の入居者募集 P07
町有地を畑として貸し出します P09

町の人口（9月１日現在）
男性 3,656 人
女性 3,925 人

計 7,581 人

　京都産業大学「井手応援隊」の活動拠点「むすび家ｉｄｅ」で８月20日（日）、「夏休
み親子科学教室」が開かれ、参加した小学生たちが果物や野菜で電池の仕組みを探ったり、
磁力と回転の関係などを学びました。（Ｐ０3）
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　総務省統計局（京都府・井手町）では、１０月１日現在で就業構造基本調査を実施します。
　この調査は、日本の就業・不就業の実態を明らかにすることを目的として、統計法に基づ
き実施する国の重要な統計調査です。
　皆様により便利にご回答いただくため、パソコンやスマートフォンを使って、簡単に回答
することが可能となっています。９月下旬から、調査員が調査をお願いする世帯に伺います
ので、調査の趣旨をご理解いただき、ご回答をお願い致します。
　問い合わせ先　企画財政課　℡８２－６１６２

『就業構造基本調査にご協力ください』

働く人の明日をつくる

平成２９年８月から、
自己負担の上限額が変わりました

　国の医療保険制度の見直し（７０歳以上の上限額の変更）に伴い、平成２９年８月から、老人医療費
支給制度の対象者の方についても、自己負担の上限額が変わりましたので、お知らせします。

老人医療費支給制度対象者の方の上限額（月ごと）
　どの適用区分に該当するかは、老人医療受給者証、または【福祉医療の一部負担金限度額認定証】で
ご確認いただけます。（【福祉医療の一部負担金限度額認定証】は、住民税非課税世帯の方を対象に、申
請により交付されます。）　

適用区分 負担
割合 外来＋入院（世帯ごと）外来（個人ごと）

一定以上所得が
ある方 3 割 57,600 円

44,400 円
80,100 円＋医療費が 267,000 円を超え
た場合は超えた分の 1％を加算（多数
回 44,400 円）※

一般
2 割

14,000 円
（年間上限 14 万 4,000 円）

12,000 円

57,600 円
（多数回 44,400 円）※

44,400 円
住民税
非課税

区分Ⅱ 8,000 円 24,600 円
区分Ⅰ 15,000 円

※過去 12 か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。
お問い合わせは、井手町役場保健医療課（℡８２－６１６６）まで
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山背古道おはなし探訪

日時　　平成２９年９月１６日（土）１３時３０分～１５時　
場所　　青谷コミュニティーセンター　２階　講習室

おはなし
　「青谷の生き物たち」
　　城陽生きもの調査隊の隊長として長年青谷地域を中心に生きものの観察をし、
　子供たちとともに活動をされている好廣真一さんにお話いただきます

講師　　城陽生きもの調査隊　隊長　好廣真一さん

参加費　無料　　
　＊おはなし探訪終了後、山背古道探検隊の第２２回総会を開催します
　問合・申込　山背古道探検隊事務局
　　　　　　　（井手町企画財政課）℡ 82 ‐ 5212
　主催　山背古道探検隊
　共催　山背古道推進協議会

山背古道にある宝を達人に紹介していただきます

■弁護士による無料法律相談のご案内
　下記のとおり、弁護士による無料法律相談を実施いたします。
　日ごろ、疑問に思っておられること、お悩みになられていることなど、ど
んな些細ことでも結構ですので、お気軽にご相談ください。

日　時：平成 29 年 10 月 18 日（水）午後 1 時から午後 4 時まで
場　所：井手町自然休養村管理センター　2 階　第 1 会議室
その他：事前予約制になりますので、総務課（82-6161）までお問い合わせく
　　　　ださい
主　催：近畿弁護士連合会

■特定計量器定期検査（はかりの定期検査）
　事業所等で「取引」「証明」に使用される特定計量器（はかり等）は、
計量法により２年に１回の定期検査を受けることが義務付けられていま
す。
　平成２９年特定計量器定期検査（集合検査）を下記のとおり実施しま
すので、検査を受けなければならない方は必ず受検してください。

日　　時：平成２９年９月１９日（火）　午前１０時から午後３時
場　　所：井手町商工会館前
問合せ先：井手町産業環境課（８２－６１６８）
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　ごみ処理施設の見学ツアーやフリーマーケットが楽しい「環境まつり」。見学ツアー参
加者にはプレゼント有り。シャトルバスでアクセスも便利ですので、秋の１日をぜひ環
境まつりでお楽しみください。詳しいイベント内容は、１０月３日（火）新聞折込発行
の「エコネット城南」またはホームページをご覧ください。

《日時》　１０月１５日（日）午前１０時～午後２時３０分
　　　　＊雨天の場合、フリーマーケットは中止します。当日の状況については当組合ＨＰ
　　　　（http://www.jyonaneikan.jp）にてご確認ください。

《場所》　クリーン２１長谷山、リサイクルセンター長谷山及びエコ・ポート長谷山を
　　　　中心とする長谷山エリア（城陽市富野長谷山 1-270）

《イベント内容》
◎清掃施設見学ツアー（参加者プレゼント有り）◎フリーマーケット◎（衣服譲渡）リユー
ス衣服２点で 100 円◎（無料開催）衣服リフォーム教室・ガラス教室等◎先着 150 名にチッ
プ化物プレゼント◎その他お楽しみ企画あり

※会場へは、ＣＯ２削減のため、できるだけ自家用車の乗り合わせでご来場いただくか、
以下の無料タクシー（１０人乗り）をご利用ください。なお、満席によりご利用いいた
だけない場合がありますので、あらかじめご了承ください。
無料タクシー（１０人乗り）時刻表（行き） 無料タクシー（１０人乗り）時刻表（帰り）

バス乗り場 発車時刻 バス乗り場 発車時刻
JR 玉水駅前 9：30 イベント会場 14：30

JR 山城多賀駅ロータリー 9：35 JR 山城多賀駅ロータリー 14：45
イベント会場 9：50 JR 玉水駅前 14：50

《お問い合わせ》環境まつり事務局／城南衛生管理組合総務課（℡：075-631-0772）

環境まつり環境まつり （施設見学ツアー + フリーマーケット）（施設見学ツアー + フリーマーケット）

 山城北犬の適正飼養推進連絡協議会と京都府では、『人と動物が共生できるうるおいのある豊かな社会
づくり』を目的に、犬の飼い主の方にしつけの大切さと日常生活に役立つ家庭犬のしつけ方を学んでい
ただくため「犬のしつけ方教室」（全３回）を開催します。
１　開催場所　
　第１回　　　　 久御山町役場　議会棟４階会議室（久御山町島田ミスノ３８番地）
　第２・３回　 　久御山町役場　駐車場（久御山町島田ミスノ３８番地）
２　開催日程と内容
　第 1 回　　１１月　１日（水）午後１時半～３時半　内容　犬の健康管理、習性等の講義
　第２回　　１１月１０日（金）午前１０時半～１１時半　内容　実技講習（愛犬を同伴）
　第３回　　１１月１７日（金）午前１０時半～１１時半　内容　実技講習（愛犬を同伴）
　※予備日　１１月２４日（金）
３  対象者
　○久御山町、宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市、井手町、宇治田原町に在住し、全日程に参加可能な方。 
　○飼い犬
　　①生後６ヶ月以上２才未満で市町に登録済であること。
　　②平成２９年度狂犬病予防接種及びその他感染症の予防接種済であること。
　　③健康で攻撃性がないこと。
４　募集人数 （先着順）
 　飼い犬同伴の参加者 ８名程度
５ 募集期間
 　平成２９年１０月１６日（月）から１０月２０日（金）まで
６  申込み方法及び申込先
 　 電話のみの受付とさせていただきます（午前 10 時～午後５時まで、正午～１時除く）。
 　　 《申込先》京都府山城北保健所　衛生室　℡０７７４－２１－２９１２

「犬のしつけ方教室」の参加者を募集します
～　愛犬との幸せな楽しい暮らしのために　～
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「空き家バンク」 をご存知ですか！

居住可能な空き家の情報提供にご協力を！！
　井手町では、定住促進と地域の活性化を図るため、町内への移住希望者に空き家に関する情報を提供する「空
き家バンク」を開設しております。
　空き家のままにしておくと、防犯、防災、景観の面でも好ましくありません。井手町内に空き家を所有して
いる方で、売却や賃貸をご検討いただける物件がある場合は、ぜひ「井手町空き家バンク」に登録してください。

■「空き家バンク」とは
　空き家を所有する方からの登録の申し込みを受け、登録された空き家の物件情報を公開し、町内に居住を希
望する人に町のホームページなどで広く情報提供する仕組みです。

■空き家登録の手順
（１）登録の申し込み
　地域創生推進室へ登録申込書など必要書類を提出いただきます。その際、物件の簡易調査等を行う場合があ
ります。

（２）物件の登録
　空き家バンクへの登録が可能と判断された場合、登録台帳に登録するとともに、物件の所在地、状況、間取り、
所有者の希望条件などの情報を、町のホームページに掲載します。

■利用希望者の手順
（１）空き家情報の閲覧
　町のホームページで閲覧できます。

（２）利用の申し込み
　利用を希望する物件があった場合、「利用申込書」「誓約書」を地域創生推進
室に提出いただきます。利用希望者、利用目的などが適当と認められた場合、
空き家の所有者及び仲介を行う登録事業者に通知します。

（３）交渉・契約
　利用希望者が所有者または登録事業者との交渉を希望した場合、重要事項説
明の後に契約締結となります。町は交渉・契約には関与しません。

■問い合わせ
　地域創生推進室（℡８２－６１７０）まで

京都府山城北保健所難病医療相談（膠原病）について
１ 日　時 平成２９年１０月１８日（水）　午後１時～３時３０分

２ 場　所 京都府山城北保健所（宇治市宇治若森７－６）

３ 対象者 膠原病及びその疑いがある方やその家族
※膠原病とは・・
免疫の異常などで皮膚、関節、筋肉、血管などに病変が生じる病気です。
全身性エリテマトーデス、慢性関節リウマチ、強皮症、多発性筋炎などが
あげられます。

４ 内　容 専門医による個別相談と指導・助言

５ 担当医師 京都第一赤十字病院
リウマチ内科　部長　福

ふく

田
だ

　亙
わたる

　先生

６ 定　員 ６名（先着順）

７ 費　用 無料

８ 申込方法 １０月３日（火）から受け付けます。
京都府山城北保健所まで電話でお申し込みください。
℡：２１－２９１１
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大正池グリーンパーク

星の観察会星の観察会

アンドロメダ星雲やアルビレオ二重星を天体望遠鏡で観察してみよう。
曇りや雨天時は星の楽しい話があるよ！

参加費：小学生 100 円、中学生以上 200 円
　　　　( 施設宿泊利用者は無料で自由に参加できます )
　　　一般の参加は事前に予約が必要です！（電話にて予約受付）
講　師：城陽星見る会（会員募集中 mail:at-taka@nifty.com）

・冷え込む可能性がある為、暖かい格好でご参加ください。（上に羽織
るものがあると便利です。）
・定員：20 名程度

当日 の注意点 ：１. 望遠鏡の回りでは走らない。
　　　　　　　 ２. 望遠鏡 をのぞく時 は望遠鏡に触らないでね。

★

★
★

★
★

★

星雲、星団を

　観察しよう！
★

第１回　１０月７日（土）
第２回　１１月１１日（土）
各回午後７時～８時程度

井手町野外活動センター大正池グリーンパーク
申込み、問合せ ( 水曜日休館、祝日の時は翌平日 )
TEL 99-4733 ( 営業時間 9 時～ 17 時 )
E-mail greenprk@m10.alpha-net.ne.jp

町営住宅等の入居者を次のとおり募集します。
所　　在 ／ 井手町大字井手小字段ノ下・南溝・下赤田地内

団 地 名 ／ 町営北団地、町営南団地、府営住宅井手団地

募集戸数 ／ ５戸（一般向け）

交付期間 ／ ９月２２日 ( 金 ) ～１０月１０日 ( 火 )《土曜・日曜・祝日を除く》

申込期間 ／ ９月２９日 ( 金 ) ～１０月１７日 ( 火 )《土曜・日曜・祝日を除く》

交付・申込時間 ／ 午前９時～１１時３０分・午後１時～４時

入居時期 ／ 平成２９年１２月を予定

そ の 他 ／ 募集案内等は、９月２２日 ( 金 ) より１０月１０日 ( 火 ) まで、
いづみ人権交流センター内同和・人権政策課で配布
なお、今回は、高齢者・障がい者向け・単身者向けの住宅募
集はありません。

町営住宅等（空家）の入居者募集

＊お申し込み・お問い合わせは、いづみ人権交流センター内
　同和・人権政策課（℡ 82 － 3380）まで

★
★

★
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玉川

●水道事業の安定経営と施設更新を進めるため、
　　　　　　　　　水道料金を改定させていただきます

　本町の水道料金は、平成９年度の料金改
定を最後に、消費税増税に伴う料金改定を
除き、実質的な料金改定は実施しておらず、
これまで人件費削減や業務改善による費用
縮減、企業債抑制による利子負担の軽減な
どに取り組み、徹底した経費削減を行うこ
とで現行料金を約２０年間維持し、安心で
安全な水道水の供給に努めてきました。
　しかし、人口減少と高齢・単身世帯の増
加や節水機器普及等により、将来的な水需
要は減少傾向にあることから、財政面では、
水道料金収入も年々減少していく見通しに
なっています。
　また、水道施設の管路は、耐用年数を超
えはじめ、今後、適切な更新が必要で、さ
らに、電気・機械等も、耐用年数が今後到
来することから、資金確保が急務となって
います。
　そのような状況から、本年３月定例町議
会に水道料金改定のための条例の改正案を

◆主な改定内容
☆ モデル世帯の改定率７％、全世帯の平均改定率１４％

（モデル世帯：標準世帯　口径 20㎜で１カ月あたり使用水量 20㎥）
☆ 基本水量と単価の見直し

　高齢・単身世帯などへの配慮として、基本料金に付与される基本水量を５㎥／月から
３㎥／月に引き下げ、基本料金及び超過料金の区分と単価を見直しました。

☆ 料金体系の変更
用途別から口径別に変更し、負担の公平性を確保しました。

◆現行の水道料金表（１カ月料金）

種類 用途 基本料金（１カ月） 超過料金（１㎥につき）水量 金額

専用
給水
装置

家事用 ５㎥まで 571 円 6㎥から 10㎥まで
　　　　　114 円

11㎥から 20㎥まで
　　　　　123 円

21㎥から 30㎥まで
　　　　　142 円

31㎥以上
　　152 円

営業用 30㎥まで 5,142 円 31㎥から 50㎥まで　171 円 51㎥以上　180 円

特殊臨時用 10㎥まで 3,428 円 11㎥以上　　　　　342 円
共用
給水
装置

共用用 5㎥まで 571 円 6㎥から 10㎥まで
　　　　　114 円

11㎥から 20㎥まで
　　　　　123 円

21㎥から 30㎥まで
　　　　　142 円

31㎥以上
　　152 円

↓
◆改定後の水道料金表（１カ月料金）

種類 口径
基本料金（１カ月） 超過料金（１㎥につき）

水量 金額 4㎥から 5㎥まで 6㎥から 10㎥まで 11㎥から 20㎥まで 21㎥から 30㎥まで 31㎥以上

専用
及び
共用
給水
装置

13㎜

3㎥まで

494 円

73 円 116 円 131 円 175 円 189 円

20㎜ 505 円
25㎜ 730 円
40㎜ 1,012 円
50㎜ 2,760 円
75㎜ 10,761 円

100㎜ 119,347 円
※上記金額に消費税相当分（８％）が加算となります。
◆不明なことがありましたら、役場上下水道課（℡ 82-6169）までご連絡ください。

提案しました。
　その後、町議会では、住民みなさんの生
活に直接かかわることから、井手町水道事
業審査特別委員会が設置され、慎重に審議
された結果、６月定例町議会で約２０年ぶ
りに水道料金改定を実施するための条例が
可決されました。
　これにより、料金改定の施行日が８月１
日のため、井手地区では、１０月水道メー
ター検針を行った分（１１月請求分）から、
多賀地区では、１１月水道メーター検針を
行った分（１２月請求分）から、新しい料
金と消費税分を合わせて請求することとな
ります。
　なお、今回水道メーター使用料及び下水
道使用料は改定いたしません。

　安心・安全な水道水を次の世代に引き継
ぐため、住民のみなさんのご理解をお願い
いたします。
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家
庭
菜園を始めてみません

か

？
町有地を
　　　　畑として貸し出します！
　町ホームページにおいて募集しており
ましたが、まだ貸し出せる区画があるた
め、再募集を行っております。
　是非この機会にご検討ください。

【貸付物件】
所在地 都市計画区域 貸し出し可能面積 用途 貸付料見込額

１ 井手町大字井手小字南溝 52 番 1 調整区域 約 393㎡ 畑 100㎡当たり 400 円
（約 393㎡なら年約 1,500 円）

2 井手町大字井手小字南溝 53 番 1 調整区域 約 377㎡ 畑 100㎡当たり 400 円
（約 377㎡なら年約 1,500 円）

※貸付面積については、応相談。（例：約 393㎡のうち、100㎡など）
※詳細につきましては、町ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

【トップページ】⇒【組織から探す】⇒【企画財政課】⇒【企画財政課からのお知らせ】⇒【町有地の貸付について】
※問い合わせ先：井手町企画財政課（℡８２－６１６２）

←

玉川

井手小学校

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

玉川会館
南溝地区集会所

（
現
地
）

認知症疾患医療センターってどんなところ？
　地域における認知症疾患の保健医療水準の向上を図る
ことを目的に、京都府が設置した医療機関です。井手町
を含む圏域には宇治おうばく病院と京都山城総合医療セ
ンターの２つの医療機関があります。
　どんなことをしているのか？
◎専門医療相談（無料）　専用の電話を設置して、看護
師や精神保健福祉士が、ご本人やご家族からの相談に応
じ、状況に応じて受診調整や認知症に関する情報提供、
関係機関との連絡調整などを行います。

ピーンと体操　グーンと体操　シャキッと体操
おうちでできる運動をご紹介していきます。足腰を鍛えて歩く力をいつまでも保つことが健康寿命の秘訣です。
今回は中級編その二です♪　1 種目 10 回を目安におこない、慣れてきたら 2 ～ 3 セットを目標にしましょう。

内もも
（手順）
①　両手を合わせて、
　　膝の間に入れる
②　合わせた両手を両
　　足で閉める
③　緩める
④　くり返す

参考：独立行政法人国立長寿医療研究センター、2011、『認知症予防マニュアル　記憶力の向上を目指したプログラム』

地域包括支援センター（℡８２－３６９０）
◎鑑別診断（予約制）　　頭部 MRI 等による画像検査
や神経心理検査を必要に応じ実施し、鑑別診断を行い、
その結果をもとに今後の治療方針を決定します。
◎その他事業として認知症医療に関する情報発信、研
修会の企画や地域のネットワークづくりなど※認知症
疾患医療センターについて詳しくお知りになりたい方
は井手町包括支援セン
ターにご相談ください。

上体ひねり
（手順）
①　肩の高さで手を組む
②　横に体をひねる
③　ゆっくりと体を戻す
④　反対もおこなう

（
現
地
拡
大
図
）

注）ストレッチなどで体をほぐし
てからおこないましょう。

➡

貸し出し中

貸し出し中

貸し出し可能区画

貸し出し可能区画

道　路

道　路

共
用
通
路
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子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午前９時半～午後４時

親子の広場
＊たんぽぽ広場
　対象：妊婦～就学前の親子　
＊おでかけ広場
　対象：妊婦～就学前の親子
＊すくすくクラブ
　対象：1 歳半～ 2 歳半の親子（申込制）
＊のびのびクラブ
　対象：2 歳半～就学前までの親子（申込制）

＊さんさん会
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：月２回程度
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：水曜日（月 2 回程度）
場所：多賀保育園
　
＊ *hughug*
対象：2 カ月～ 1 歳くらいまで
活動日：火曜日（月１回）
参加費：1 回 500 円
※サークルに興味のある方は子育て支援セン
ターまでお問い合わせください。

子育てサークル

9 月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）

と　　　　　き 内　　容 場所・備考

11 日（月） 10：00 ～ 11：30 ぱくぱく教室 
「おやつバイキング」 ※申込制

12 日（火） 10：00 ～ 11：30 すくすくクラブ ※申込制

15 日（金）
10：00 ～ 12：00 たんぽぽ広場

 「井手めぐり」 ※申込制

10：00 ～ 11：30 子育てサークル
「さんさん会」 ※申込制

19 日（火） 10：00 ～ 11：30 のびのびクラブ ※申込制
25 日（月） 10：00 ～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館

26 日（火） 10：00 ～ 12：00 だっこ＆おんぶグッズの
試着サロン ※申込制

10 月

2 日（月） 9：30 ～ 11：30 前向き子育てプログラム① ※申込制

3 日（火） 10：30 ～ 12：00 *hughug*
「ベビーマッサージ」 ※申込制

6 日（金） 10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場
 「手袋人形を作ろう」 ※申込制

10 日（火） 9：30 ～ 11：30 前向き子育てプログラム② ※申込制
11 日（水） 10：30 ～ 11：30 いづみ保育園園庭開放 いづみ保育園
※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います

　お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料）
【利用時間】　平日（月～金曜日）8：30 ～ 16：30
　　　　　　土曜日　8：30 ～ 12：00　　　　　※料金やその他詳細は子育て支援センター（℡ 82 － 2232）までお問い合わせください

一時預かり

消防署井手分署からのお知らせ

「いつも」防災
　日本で暮らすということは地震・災害とともに生きていくということ。
地震や風水害などの災害が起きる可能性は「もしも」ではなく「いつも」
あります。仕事中、学校にいるとき、家でテレビを見ているとき、ご飯
を食べているとき、寝ているとき、お風呂・トイレに入っているとき。
　だからこそ、地震や災害への備えを「いつも」の生活の中で自然体で
当たり前のこととして取り組んでみませんか？
　家の耐震補強や、家具の固定、窓ガラスの飛散防止、災害時の連絡方
法、避難場所への行き方の確認、食料や常備薬、防災グッズの備蓄など、
自分自身と大切な家族そして地域を守るために、「いつも」地震に備えま
しょう。

　　お問合せ　　京田辺市消防署　井手分署（℡８２－３０００）
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伝
わ
っ

て
く
る
中
学
生
の
純
粋
な
気
持
ち
に
ふ
れ
て
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

第 36 回全国中学生
　人権作文コンテストの入賞作品から

　

私
に
は
、
八
十
代
の
祖
父
母
が

い
ま
す
。
け
れ
ど
、
恥
ず
か
し
い

こ
と
に
長
い
間
、
き
ち
ん
と
向
き

合
う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

祖
父
は
認
知
症
が
か
な
り
進
ん

で
い
ま
す
。「
美
沙
子
だ
よ
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
孫
だ
よ
。」
と
言
っ
て

も
「
み
さ
こ
。
あ
れ
っ
。
え
え
と

…
…
。」
と
な
か
な
か
分
か
っ
て
も

ら
え
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
や
り

と
り
が
続
く
と
次
第
に
私
は
不
安

に
な
り
ま
す
。
祖
父
の
部
屋
に
飾

ら
れ
た
私
の
書
初
め
作
品
も
、
誰

が
書
い
た
も
の
な
の
か
分
か
っ
て

い
な
い
そ
う
で
す
。
こ
の
ま
ま
忘

れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ら
。
そ
う
思

う
と
、
段
々
と
自
分
か
ら
話
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

祖
母
は
両
足
の
股
関
節
の
手
術

を
し
て
い
る
た
め
に
杖
な
し
で
は

歩
行
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ

私
が
優
し
く
声
を
か
け
た
り
、
手

を
貸
し
て
あ
げ
た
り
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ

て
い
ま
す
。
分
か
っ
て
い
る
の
で

す
が
、「
何
だ
か
照
れ
く
さ
い
」
と

い
う
気
持
ち
に
負
け
て
し
ま
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
い
ず
れ
自
分
も

こ
の
よ
う
に
体
を
動
か
せ
な
く
な

る
の
で
は
、
と
い
う
恐
怖
さ
え
も

覚
え
て
し
ま
い
、
ま
す
ま
す
自
分

か
ら
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
出
来

ず
に
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
祖
父
母
で
す
が
、

幼
い
頃
の
私
は
よ
く
面
倒
を
み
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
お
ん
ぶ
や

抱
っ
こ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一

緒
に
ト
ラ
ン
プ
や
オ
セ
ロ
で
遊
ん

で
も
ら
っ
た
り
、
お
弁
当
を
作
っ

て
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
連
れ
て
い
っ
て

も
ら
っ
た
り
、
お
ま
ま
ご
と
用
の

い
す
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
り
と
、

と
に
か
く
た
っ
ぷ
り
の
愛
情
を
注

い
で
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
な
の

に
、
な
ぜ
自
分
は
手
を
差
し
伸
べ

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
不
安
や
悲
し
み
、照
れ
く
さ
さ
、

そ
ん
な
こ
と
で
二
の
足
を
踏
ん
で

し
ま
う
自
分
が
と
て
も
情
け
な
い

で
す
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
の
こ
と
で
す
。

朝
、
い
つ
も
の
よ
う
に
新
聞
を
読

ん
で
い
る
と
、
投
稿
欄
に
私
と
同

じ
中
学
三
年
生
の
投
稿
を
見
つ
け

ま
し
た
。
私
は
、
同
じ
年
齢
の
人

が
投
稿
し
て
い
る
こ
と
に
も
驚
き

ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
そ
の
内
容

に
強
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
彼

は
幼
い
頃
に
祖
父
母
を
病
気
で
亡

く
し
、
会
い
た
く
て
も
会
え
な
い
。

恩
返
し
を
し
た
く
て
も
で
き
な
い
。

そ
れ
は
ま
さ
に
私
自
身
の
未
来
を

予
言
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
絶
対
に
後
悔
す

る
。
祖
父
母
と
話
せ
る
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
で
す
ご
く
幸
せ
な
こ
と

な
ん
だ
。」

　

変
わ
ろ
う
。
特
別
な
こ
と
で
な

く
て
い
い
。
自
分
か
ら
声
を
か
け

た
り
、
手
を
さ
し
の
べ
た
り
。
当

た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ

う
に
、
今
ま
で
の
恩
返
し
が
少
し

で
も
で
き
る
よ
う
に
。
変
わ
ろ
う
。

そ
う
決
意
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
が
経
ち
、
祖

父
母
の
家
に
修
学
旅
行
の
お
土
産

を
渡
し
に
行
き
ま
し
た
。
祖
父
は

生
八
つ
橋
を
口
に
し
な
が
ら
何
度

も
「
こ
り
ゃ
あ
美
味
し
い
な
あ
。

あ
り
が
た
い
な
あ
。」
と
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
祖
母
は
、
昔
、

夫
妻
で
清
水
寺
を
訪
れ
た
思
い
出

を
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
隣
で
は「
そ
う
だ
そ
う
だ
。」

と
祖
父
も
嬉
し
そ
う
に
頷
い
て
、

母
も
含
め
て
四
人
で
京
都
の
思
い

出
を
語
り
合
い
、
と
て
も
楽
し
い

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
そ
う
、
忘
れ
ら
れ
な
い
す

て
き
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
も
う
一
つ
。

祖
父
の
部
屋
に
飾
ら
れ
た
私
の
書

初
め
。
そ
れ
を
見
た
祖
父
が
「
こ

り
ゃ
あ
う
ま
い
な
あ
。
誰
が
書
い

た
の
だ
か
や
あ
。」と
言
い
ま
し
た
。

　
「
み
さ
こ
が
書
い
た
〈
素
直
な

心
〉
っ
て
い
う
字
だ
よ
。」

　
「
そ
う
か
あ
。
人
間
は
素
直
で
正

直
が
一
番
大
事
だ
い
な
あ
。
そ
れ

か
ら
、
人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
人
間

に
な
り
た
い
な
あ
。」

　

そ
れ
を
聞
い
て
私
は
、
今
ま
で

誰
の
か
分
か
ら
ず
に
た
だ
飾
っ
て

い
る
だ
け
、
と
ふ
て
く
さ
れ
て
い

た
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し

た
。
心
を
込
め
て
書
い
た
字
は
祖

父
の
心
に
も
き
ち
ん
と
届
い
て
い

る
の
だ
、
と
。

「
あ
れ
っ
、
み
さ
こ
っ
て
い
う
の

は
、
俺
の
新
し
い
嫁
さ
ん
だ
っ
け

か
や
あ
。
こ
ん
な
に
若
く
て
か
わ

い
ら
し
い
嫁
さ
ん
が
い
た
の
じ
ゃ

あ
、
俺
も
あ
と
少
し
だ
け
頑
張
る

か
な
。」

　

冗
談
な
の
か
本
気
な
の
か
、
祖

父
の
言
葉
は
皆
を
笑
顔
に
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

人
は
少
し
記
憶
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
た
り
、
体
が
不
自
由
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
、

そ
れ
だ
け
で
人
の
価
値
が
決
ま
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な

の
は
心
が
健
や
か
で
あ
る
こ
と
。

優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

た
祖
父
母
は
私
の
誇
り
で
す
。
祖

父
母
の
力
に
な
り
た
い
、
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
実
は
ま
だ
ま
だ

祖
父
母
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
ほ
う
が

多
い
と
今
で
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

近
頃
、
ご
近
所
の
高
齢
者
の
方

と
話
す
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
先

日
は
九
十
九
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
自
分
で
育
て
た
お
野
菜
を
持
っ

て
来
て
下
さ
り
、
私
の
曽
祖
父
に

お
世
話
に
な
っ
て
感
謝
し
て
い
る

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
人
か
ら

信
頼
さ
れ
る
人
間
に
な
り
た
い
な

あ
。」
と
言
っ
た
祖
父
の
言
葉
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
私
も
曽
祖
父

の
よ
う
に
人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
人

間
に
な
り
た
い
と
思
う
と
同
時
に
、

常
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に

年
を
重
ね
て
い
き
た
い
で
す
。
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●

Information

おしらせ
京
田
辺
市
消
防
署

　

井
手
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

日　

時
／
10
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定　

員
／
10
名
程
度

参
加
費
／
無
料

受　

付
／
10
月
７
日
（
土
）
午
後
5
時
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井

手
分
署　
（
℡
82
‐
３
０
０
０
）

救
命
講
習
会

　
　

熱
中
症
に
注
意
を
！　

特
に
こ
の
季

節
、
熱
中
症
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
ま

め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
、
体
調
不
良
の

と
き
は
な
る
べ
く
外
出
を
控
え
、
ス
ポ
ー
ツ

や
屋
外
で
作
業
を
す
る
と
き
は
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
を
用
意
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

頭
痛
や
吐
き
気
、
め
ま
い
と
い
っ
た
症
状

が
見
ら
れ
、
熱
中
症
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
ら
応
急
手
当
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　熱中症の応急手当

休息
　安静にさせ、衣服を緩め
る、また、必要に応じて脱が
せ、体を冷却しやすい状態と
する。

冷却

　涼しい場所 ( クーラーの
入っているところ、風通しの
良い場所 ) で休ませる。症状
に応じて、必要な冷却をおこ
なう。

水分
補給

　意識がはっきりしている場
合に限り、水分補給をおこな
う。意識障害や吐き気がある
場合は、医療機関での輸液が
必要となる。

ス
ポ
ー
ツ

【
第
46
回
町
民
体
育
大
会
】

日
時
／
10
月
１
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
（
℡
82
‐

５
７
０
０
）
ま
で

講
座
・
教
室

健　

康

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
９
月
12
日
（
火
）・
25
日
（
月
）・

　
　
　

10
月
10
日
（
火
）

午
後
１
時
半
～
３
時
半

《
大
正
琴
》

日
時
／
９
月
29
日
（
金
）・
10
月
10
日
（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
太
極
拳
》

日
時
／
９
月
22
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
文
化
講
演
会
】

日
時
／
9
月
22
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

＊
井
手
玉
川
大
学
第
２
回
講
座
を
兼
ね
て
い

ま
す

＊
申
込
、
費
用
は
不
要
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
（
℡
82
‐

５
７
０
０
）
ま
で

【
社
協
生
き
生
き
サ
ロ
ン
】

日
時
／
９
月
20
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の
あ

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
20
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
」
で
、
詳
し
い
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
健
康
教
室
】

　

日
時
／
９
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
９
月
14
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
10
月
５
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
介
護
予
防
事
業
】

《
脳
ト
レ
教
室
ひ
ま
わ
り
》

日
時
／
９
月
13
日
（
水
）・
27
日
（
水
）・

　
　
　

10
月
11
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
９
月
13
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

ン
タ
ー
（
℡
８
２
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
公
開
】

日
時
／
10
月
６
日
（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
込
は
不
要
で
す

・
天
候
な
ど
の
条
件
に
よ
り
公
開
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
お
子
様
だ

け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
82

‐
５
７
０
０
）
ま
で

　

10
月
13
日
（
金
）
は
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

賀
泉
苑
が
休
館
の
た
め
、
取
次
所
で
の
住
民

票
等
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
福
祉
課
（
℡
82

‐
６
１
６
４
）
ま
で

10
月
13
日
は
賀
泉
苑
休
館
で
す
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日
時
／
10
月
４
日
（
水
）・
11
日
（
水
）

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
／
65
歳
以
上
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、

　
　
　

予
防
ゲ
ー
ム
や
脳
ト
レ
に
興
味
の
あ

　
　
　

る
方
は
年
齢
関
係
な
く
参
加
可
能
）

持
ち
物
／
お
茶
（
水
分
補
給
用
）

費
用
／
無
料

・
申
込
み
は
不
要
で
す

・
こ
の
教
室
で
は
認
知
症
の
こ
と
や
介
護
な

ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
℡
82
‐
３
６
９
０
）
ま
で

子 

育 
て

【
乳
幼
児
健
康
審
査
】

《
乳
児
健
康
診
査
》

日
時
／
10
月
２
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
29
・
５
・
２
～
７
・
３
生
ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

各
種
相
談

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
９
月
25
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
10
月
２
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
消
費
生
活
相
談
は
、
電
話
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
専
用
番
号
（
℡

０
９
０
‐
５
８
８
９
‐
５
３
６
７
）
ま
で

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
９
月
25
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
９
月
15
日
（
金
）・
10
月
６
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
こ
こ
ろ
の
相
談
室
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
９
月
12
日
（
火
）・
26
日
（
火
）・

　
　
　

10
月
10
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
障
が
い
者
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
ご
希
望
の
方
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡
82
‐

６
１
６
５
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
９
月
13
日
（
水
）・
10
月
４
日
（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
半
～
10
時
半
受
付

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
発
達
相
談
》

日
時
／
９
月
28
日
（
木
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
完
全
予
約
制
・
ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で
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Ａ
．
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け

が
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が

け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て

の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、

年
金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、
20
歳
に
な
っ
て
第
１
号
被
保
険

者
と
な
る
方
（
学
生
、
自
営
業
者
等
。
フ
リ
ー
タ
ー
や
無
職
の
方
も

含
ま
れ
ま
す
）
は
、
役
場
で
直
接
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
２
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の
第
３
号
被
保
険
者
の
方
は
、

勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
額
は
、
月
額

１
万
６
４
９
０
円
（
平
成
29
年
度
）
で
す
。

　

学
生
や
フ
リ
ー
タ
ー
で
、
収
入
が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
を
す
れ
ば
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
と
、
老
後
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
額
が
低

く
な
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
万
が
一
」
の
と
き
に

障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
。

Ｑ
．
20
歳
に
な
っ
た
ら

　
　
　
　

国
民
年
金
に
加
入
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
か

影裏
沼田 真佑
　会社の出向で移り住んだ
岩手で、ただひとり心を許
した同僚の日浅。いつしか
疎遠になった男のもう一つ
の顔に、「３．１１」以後、
触れることになるのだが…。
崩壊の予兆と人知れぬ思い
を繊細に描く。『文學界』掲
載を単行本化。
夫の定年
グループわいふ・佐藤ゆかり
　男も女も真の意味で「幸せ
な定年後」を手に入れるた
めには一体何が必要なのか。
５組の夫婦のインタビュー
を通じて、定年を迎えた人
生の後半に、より良い夫婦
関係を築く秘訣を紹介する。
２０１５年実施のアンケー
ト結果も収録。
おつきみバス
藤本 ともひこ
　今日はおつきみ。ところ
が、おつきさまにお供えし
たおだんごが、うさぎに盗
まれてしまいました！バス
くんとねずみたちが追いか
けていくと…。藤本ともひ
この「いただきバス」シリー
ズ。
友だちに話したくなる地図の
ヒミツ
田代 博・造事務所
　現代にタイムスリップし
た「伊能じい」こと伊能忠
敬と一緒に、奥が深くて楽
しい地図の世界を冒険しよ
う！。地図の基本から、便
利なデジタル地図、地図記
号のヒミツ、さまざまな目
的・用途・形の地図まで解
説する。

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
９
月
・
10
月
の
休
館
日

９
月
４
・
11
・
19
・
25
・
28
日

10
月
２
・
10
・
16
・
23
・
26
・
30

日☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１
週

間☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介　

９
月

一
般
書

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ト
リ
ッ
プ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
城 

け
い

「
言
の
葉
の
庭
」　　
　

加
納 

新
太

「
君
が
夏
を
走
ら
せ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
尾 

ま
い
こ

「
新
・
酔
い
ど
れ
小
藤
次 

⑨ 

船
参

宮
」　　
　
　
　
　
　

 
佐
伯 
泰
英

「
見
抜
く
力
」　　
　
　
　

姜 
尚
中

「
母
さ
ん
、
ご
め
ん
。 

50
代
独
身

男
の
介
護
奮
闘
記
」　 

松
浦 

晋
也

「
昔
話
の
読
み
方
伝
え
方
を
考
え
る 

食
文
化
・
環
境
・
東
日
本
大
震
災
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井 

正
己

児
童
書

「
あ
や
し
い
妖
怪
は
か
せ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村 

繁
男

「
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
の
一
日
」

　
　
　
　
　
　
　

い
わ
た 

慎
二
郎

「
あ
い
た
く
な
っ
ち
ま
っ
た
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内 

通
雅

「
恋
す
る
熱
気
球
」　

梨
屋 

ア
リ
エ

「
わ
た
し
の
ク
マ
研
究
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池 

伸
介

９
月
・
10
月
の
図
書
館
行
事

《
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

９
月
16
日（
土
）～
10
月
９
日（
月
）

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
展
示

ホ
ー
ル

（
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。）

９
月
・
10
月
の
出
張
貸
出

☆
賀
泉
苑
（
毎
週
水
曜
日 

午
前
10

時
～
正
午
）

９
月
13
・
20
・
27
日

10
月
４
・
11
・
18
・
25
日

☆
玉
泉
苑
（
毎
週
木
曜
日 

午
後
２

時
～
午
後
４
時
）

９
月
14
・
21
・
28
日

10
月
５
・
12
・
19
・
26
日
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古紙の日に出せるもの・出し方
●「新聞」「雑誌」「ダンボール」「紙パック」「雑紙」（その他の紙類）です。（雑紙：チラシ・紙箱・包装紙・封筒など。
　雑紙についているビニールやホッチキスの針は取り除いてください。）
●「新聞」「雑誌」「ダンボール」は、例えば「新聞」なら「新聞」だけで何枚か束にして、ひもなどで十文字に束ねて、
　種類ごとに出して下さい。
●ひもなどで束ねにくい小さな紙切れ（雑紙）は、上口の開いている紙袋に、束にしてきれいに敷きつめるか、透明袋に
　入れれば出すことができます。
　  ※ダンボール箱や口の開いていない紙箱の中に入れて出さないでください。「新聞」「雑誌」「ダンボール」「紙パック」「雑紙」それぞれで
　　　リサイクルの方法が違います。また、ひと目でごみの種類が確認できない方法のごみ出しは、収集の効率を低下させます。
●紙パックは中身を飲み終えたらすぐに水でよく洗い、切り開いて十分に乾燥させてから、ひもなどで束ねてください。
●出来るだけ地域の集団回収に出してください。
●汚れのひどい紙、複写式伝票、レシート等の感熱紙、圧着はがきなどの粘着物のついた紙、洗剤の紙箱などのにおいの
　ついた紙、防水加工された紙、アイロンプリントなどの捺染紙、感熱性発泡紙は燃やすごみです。

（古紙）

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク包装容器、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入　
れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（9月 11 日～ 10 月 10 日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン ペット

ボトル 粗大ごみ プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 9月21日 9月 14日 10月5日 9月28日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 9月22日 9月15日 10月 6日 9月28日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 9月28日 9月14日 10月 5日 9月21日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程
収集日 し尿収集

区域番号 収集区域

9月19日 ⑨ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、
茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

9月20日 ⑩ 阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

9月21日 ⑪ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、
蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

9月22日 ⑫ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内

9月25日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、
田村新田

9月26日 ⑭ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、
扇畑、浜田、橋ノ本

9月27日 ⑮ 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（℡ 075-631-5171）まで



月日 曜日 行　　　　事
9/11 月 ぱくぱく教室（午前 10時～ 11時半、子育て支援センター）

12 火
すくすくクラブ（午前 10時～ 11時 30分、子育て支援センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

13 水
育児相談・遊びの広場（午前９時半～ 10時半受付、保健センター）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、玉泉苑・賀泉苑）
パソコン教室 ( 午後２時半～、午後７時～、いづみ人権交流センター )
ピラティス教室（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）

14 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

15 金 介護予防運動リーダー研修会（午前 10時～正午、玉泉苑）
こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）

16 土
17 日
18 月 敬老の日
19 火 のびのびクラブ（午前 10時～ 11時 30分、子育て支援センター）

20 水
社協生き生きサロン【お楽しみゲーム大会】（午後１時半～、玉泉苑）
パソコン教室 ( 午後２時半～、午後７時～、いづみ人権交流センター )
ピラティス教室（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）

21 木 手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

22 金 太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
文化講演会（午後１時半～、自然休養村管理センターホール）

23 土 秋分の日
24 日

25 月
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）
無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑・予約制）

26 火 手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

27 水
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）
社協生き生き体操（午後１時半～３時半、玉泉苑）
パソコン教室 ( 午後７時～、いづみ人権交流センター )
ピラティス教室（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）

28 木 発達相談（保健センター、予約制）
健康教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）

29 金 大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
30 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）

10/1 日 無火災デー防火パレード
第 46回町民体育大会（午前８時半～、泉ヶ丘中学校）

2 月 乳児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

3 火

4 水
育児相談・遊びの広場（午前９時半～ 10時半受付、保健センター）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
社協生き生き体操（午後１時半～３時半、賀泉苑）

5 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）

6 金 こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

7 土
8 日
9 月 体育の日

10 火
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）
大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）

おめでとうございます まちのカレンダー
（9月11日～10月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/

名　　称 電話番号
総　務　課 0774-82-6161

地域創生推進室 0774-82-6170

企画財政課 0774-82-6162

税　務　課 0774-82-6163

住民福祉課 0774-82-6164

高齢福祉課 0774-82-6165

保健医療課 0774-82-6166

建　設　課 0774-82-6167

産業環境課 0774-82-6168

上下水道課 0774-82-6169

会　計　課 0774-82-6171

議会事務局 0774-82-6172

教育委員会（学校教育課） 0774-82-4333

山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課） 0774-82-5700

同和・人権政策課
0774-82-3380
0774-82-4112いづみ人権交流センター

いづみ児童館

保健センター 0774-82-3385

地域包括支援センター 0774-82-3690

泉ヶ丘中学校 0774-82-2070

井手小学校 0774-82-2119

多賀小学校 0774-82-2112

玉川保育園 0774-82-2153

多賀保育園 0774-82-2225

いづみ保育園 0774-82-4160

子育て支援センター 0774-82-2232

環境衛生センター 0774-82-4651

学校給食センター 0774-82-3617

井手町まちづくりセンター椿坂 0774-82-3838

町立デイサービスセンター 0774-99-4318

老人福祉センター「玉泉苑」 0774-82-3499

老人福祉センター「賀泉苑」 0774-82-5059

京田辺市消防署　井手分署 0774-82-3000

井手町役場　代表番号 0774-82-2001

公共施設電話番号一覧

(7 月 21 日から 8月 20日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人
井 手 中 山　太

たい
 陽
よう

静 加

多 賀 坂 口　音
ね

 色
いろ

裕 人

井 手 谷 合　虎
とら

ノ
の

介
すけ

祥太郎

〈
出
生
〉
〈
婚
姻
〉

住所 夫 妻
多 賀 八 木　亮 天 小 野　美登里


